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3D構築・測定の基本フロー

A.スケールを較正する。
→ ホーム/較正データ作成

B.画像処理で3D構築の前処理をする。
→ B-1 調整：傾斜角度による縦横比変更
→ B-2 調整：RGB画像からモノクロ画像に変換
→ B-3 コントラスト調整：スライス間の輝度平均化
→ B-4 フィルタの利用（X-Y面の輝度均一化、ノイズ除去、輪郭強調等）

C.連続画像間の位置合わせをする。
→ C-1 マーキングを基準にする

C-2 マーキングがない場合
C-3 手動での位置合わせ

D. 2値化の閾値を設定し、対象物を抽出しカウントする。
→ D-1自動抽出

D-2 手動抽出

E.断面作製、動画作成。
F. データ保存。
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①ファイルシーケンス画像として開く。

ファイル→「シーケンスとして画像を開く」を選択し
複数ファイルを選択する。

「画像セットを作成」で連番のファイル名を自動的に
セットとして開くことが可能。
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A-① X、Y軸のスケール較正をする。

①手入力の場合
ホーム→→較正データ作成→クイック空間較正を選択

②日立ハイテク社の装置の場合
画像ファイルとtextデータが同じフォルダに入っていれ
ば自動的にデータを読み込みます。

「未較正」をダブルクリック
すると、右側に設定画面が表示されます。
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A-② Z軸のスケール較正は、ピッチ（送り）幅を入力する。

こちらのアイコンで2D、3D、
スライサー表示が選択できます。

白黒画像（SEM像）
は最小モードを選択ボクセルサイズを入力。

※X、YはA-①の較正値が
自動的に反映される。
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※ 3D表示での画質を鮮明に表示する方法

3D表示→再ロード

自動チェックを外し、リセットするとより
鮮明な画像になる。
（※処理速度を早くするため、自動で
データを間引きして表示しています。）

7

合成の値を最大にする。



B-①傾斜角度を補正する場合は、画像をサイズ変更する。

鍵アイコンを外すと、X,Y

の縦横比を変更できます。

傾斜54度の場合、Y軸は124%
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B-② RGB画像からモノクロ画像に変換する。

調整メニュー→モノクロ画像をプルダウンで選択
→適用
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注意：3D等値面はモノクロ画像、もしくはRGBの各チャンネルのみ作成可能です。
※RGBの混合画像は、モノクロ画像に変換してください。



B-③画像間の輝度ムラがある場合は、標準化処理をする。

連続画像の輝度を平均化する。

処理→サブサンプル→標準化
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B-④ X-Y面の輝度ムラやノイズは、フィルタ処理をする。

フィルタ使用例
ノイズ除去：メディアン
輝度均一化：平坦化

処理→2Dフィルタ
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C-1 マーキングを基準にして画像間の位置合わせをする。

最初から最後までマーキングがある場合
①選択→ROI

対象物をROIで囲む。
②処理→位置合わせ▼対象物で位置合わせ
※位置ずれが大きい場合は、探索半径
を広くしてください。

12

マーキング位置



C-②マーキングがない場合は、スライス番号を基準にする。

①処理→位置合わせアイコンを選択する。
②プルダウンでフーリエ相互相関を選択する。
③基準設定で画像ページを選択する。
④適用アイコンを選択する。

13



C-③手動で位置合わせする。

①処理→位置合わせアイコンを選択する。
②プルダウンで手動位置合わせにする。
③調整アイコンを選択する。
④手動位置合わせする→OK

③適用アイコンを選択する。
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任意のフレームに指定できます。



※位置合わせデータの保存方法

①位置合わせ後、「手動位置合せ」
を選択し、データを保存する。

②データを開くときはロードから開く。
③位置合わせ後の画像セットを保存する
場合は、「ファイル」→「名前を付けて
保存」→「Tiffファイル」で保存する。
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D-1-①等値面作成の設定をする。

①このアイコン▼で
等値面作成を選択する。

カウントにチェックを入れると
測定も同時に実行できます。
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②対象物が明色 or 

暗色を選択する。



D-1-②等値面の閾値（2値化）を調整する。

2値化の閾値を調整 or 

輝度値入力して調整する。
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① 3D測定メニュー→3Dオプション
→ 着色を親にする。

②等値面の設定表示
のカラーパレットで
任意の色を選択する。

※等値面の色を統一にする手順。
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D-1-③サブサンプリングをリセットする。

自動チェックを外し、リセットするとより
鮮明な画像になります。
※標準では、処理速度を早くするため、
自動でデータを間引きしています。
リセットするとPC負荷も大きくなりますので、
データサイズに応じて、サブサンプリング値
を調整して下さい（小さい値程、鮮明）。
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ねじアイコンを押して、
再度設定画面を開く。



D-1-④測定結果は3D測定タグのデータ表に表示される。

データ表を選択すると
測定結果を表示。

測定項目は3D測定メニュ→

測定項目▼から選択できます。

20



※簡易的に3D測定する場合は、「3D測定を追加」を選択する。

3D測定アイコンを選択する。

表示は粗くなりますが、使用するメモリ容量と
処理時間が短縮できるモードです。
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D-2-①対象物を手動トレースする場合は、ガイド式抽出を選択する。

3D測定→

ガイド式抽出を選択
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D-2-②手動トレースによる対象抽出。

マウスでトレースする。

ROIタグを選択。
矢印：ROIを操作。
丸印：修正ツール。
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種類を増やす場合は
＋アイコンで追加



※2D-ROI機能を使用することもできます。

丸、正方形等の定型はROIを
使用すると便利です。

選択→ROI作成
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D-2-③ワンド（スポット2値化）による対象抽出。

指定したスポットと輝度が
同じ近傍エリアを自動認識する。

内部の輝度ムラにより、穴が開く
場合は、穴埋めにチェックを入れる。

指定後に「有効化」する
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D-2-④スマート（学習）機能による対象抽出。

①対象物、②背景を数か所指定すると、
ソフトが対象を自動認識する。
設定後は、右上のOKを選択。
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D-2-⑤②～④をスライス枚数分繰り返していく（複製も可）

自動：条件適用
複製：前頁のコピー

外側：全頁に適用
複製：1枚送り

条件をコピー：自動-スマート
トレース線をコピー：複製

指定したエリアのみ
Z軸方向の条件適用が可能。
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※数枚間隔でトレースすると、自動補間機能が適用される。

②自動補間にチェックを入れると、指定
ステップごとにトレース線を補間する。
※全フレームでトレースする手間を省く
ために指定した中間フレーム数の自動
補間を行う機能。

① 2以上のステップ数を設定
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トレース終了後、追加を選択
すると等値面が作成される。

等値面作成すると、自動測定
され測定項目の数値がデータ
表に反映される。

D-2-⑥トレース終了後は、抽出してカウントする。
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②フォルダアイコンから
ファイルを開く。

※▼を選択するとam、
Tiffファイルも展開可。

※トレース線の読込と保存方法。

①元画像をシーケンスで開く。

このアイコンで保存できる。
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※特定箇所の測定は手動で測定する。

データ表を選択すると
測定結果を表示。

手動測定ツール
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E-1 断面を作製する。

3D表示でこのアイコンを選択
すると断面を作成できる。

スライス位置はバーで調整

等値面を作成した場合は、
断面ステータスを最上段に
して優先度を高くする。

断面切り出しアイコン
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E-2アニメーションを作成する。

①動画にしたい作業を

実施して、キーフレーム
に録画していく。

②完成後、ムービを選択。
ファイル→名前を付けて保存
（wmvやmp4ファイルが選択可）

動画の速度はFPSやキー
フレームの数で調整する。
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E-3 断面動画作製 :①任意方向の断面に切り替える。

① 2D画像表示に切り替える。
②処理メニュー→サブサンプル（標準化と同じアイコン）

→XZ、もしくはZYに反転を選択する。
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E-3 断面動画作製 :②サイズ変換でZ軸サイズを変更する。

①調整メニュー→サイズ変更
②南京錠アイコンを押す→OFF（鍵が開いた状態）
③南京錠アイコン▼→画素にチェックを入れる。
④ X、Yは元の画素数、Z軸は断面数-1×断面送り幅の数値を入力する。
⑤サイズ変更を押して適用する。

X,Yの画素数が不明な場合は、
画像を右クリックiアイコンで
情報を確認できます。
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E-3 断面動画作製 :③速度（fps）を入力する。

シーケンス操作のねじアイコン▼速度を小さい数に設定すると
フレーム送りがゆっくりに設定できます。
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E-3 断面動画作製 :④画像取り込みで変換する。

レビューメニュー→画面取り込みを選択する。
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E-3 断面動画作製 :④ wmvファイルで画像を保存する。

③で作成したファイルを、ファイルメニュー→名前を付けて保存
→wmvファイルで保存してください。
※他のファイル形式はfpsの反映がないため、ご注意ください。
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F-①連続画像のシーケンスファイルを保存する。

連続画像をシーケンスファイル（.seq）で保存する。

ファイル→名前を付けて保存
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F-② 3D設定（等値面・断面等）ファイルを保存する

レンダリングのオプション：等値面等の3D設定のみ保存します。
※ファイルを開く場合は、シーケンス画像を開く→3D表示にして
レンダリングファイルを開く。
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Premier3D実験ファイル：元画像のシーケンスと一緒に、等値面等
の3D設定、動画作成工程もまとめて保存します。必ず元画像のシー
ケンスファイルと同じフォルダに保存してください。
※ファイルを開く場合は、直接実験ファイルを開いてください。



画面の表示設定

メニュー最左上のアイコン▼で
MDI表示とドッキング表示が切り替えられます。
*複数の解析を別作業する場合は、画面左側縮小表示欄
で選択したデータが優先になります。

1



設定画面の表示位置の設定

各種設定画面はマウスでドラッグすると
任意の場所に移動＆固定できます。

設定画面はタグでも切替できます。

表示メニュー→レイアウト▼で
表示設定の保存や初期化ができます。
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